






























【日にち】（毎週月曜日）
10月⋙⋙5日/12日/19日/26日
11月⋙⋙2日/9日/16日/30日
12月⋙⋙7日/14日

【時 間】
１９時００分～２０時３０分

申込料
３００円

（初回参加時）

当日お持ちください。
主催：坂祝町

令和2年度文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

申込期限：９月２３日（水）

■場所 坂祝町役場 ３階 坂祝町取組46-18

■もちもの ノート、筆記用具

■対象 （お気軽に、ご相談ください）
*働いている人 これから働く人
*ひらがな・かたかなが読める・書ける人
*簡単な会話ができる人



令和2年度文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【Dia】（Todas as segundas-feiras）
Mês10⋙⋙ Dias 5, 12, 19, 26
Mês11⋙⋙ Dias 2, 9, 16, 30
Mês12⋙⋙ Dias 7 e 14

【Horário】
１９:００～２０:３０

Taxa única

３００円
(material didático, traga 

no 10 dia de aula）

■Local: Prefeitura de Sakahogi 30 Andar
Sakahogi-Cho Torikumi 46-18

■Trazer caderno, objetos para a escrita e 300 Ienes
■Interessados

sintam-se à vontade para nos consultar
＊Pessoas que já usam o japonês no trabalho e aquelas que a 
partir de agora pretendem usar
＊Pessoas que sabem ler e escrever o Hiragana e Katakana
＊Pessoas que conseguem conversar de forma simples e buscam 
elevar seus conhecimentos

Patrocinador: Prefeitura de Sakahogi

Inscrições：até 23 de setembro 

(quarta-feira）



令和2年度文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業

【ひにち】（まいしゅう月ようび）
10月⋙⋙5日/12日/19日/26日
11月⋙⋙2日/9日/16日/30日
12月⋙⋙7日/14日

【じかん】
１９時００分～２０時３０分

■ばしょ さかほぎちょうやくば ３かい
さかほぎちょう とりくみ46-18

■もちもの ノート、ひっきようぐ
■たいしょう （おきがるに、ごそうだんください）
*はたらいているひと・これからはたらくひと
*ひらがな・かたかながよめる・かけるひと
*かんたんな かいわが できるひと

もうしこみきげん
９月２３日（水）

もうしこみりょう
３００えん

（しょかいさんかじ）
とうじつ

おもちください。

【しゅさい】
さかほぎちょう



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この教室は、多読の手法を用いて、言語習得の向上を図ります。 

外国人には日本語多読、日本人には英語多読を取り入れ、 

同じ時間に地域住民が一緒に多読に取り組み、外国人と日本人の交流を図ります。 

坂祝町中央公民館 〔岐阜県加茂郡坂祝町黒岩 1260 番地 1〕 

 在住外国人親子・日本人親子 

中高生、成人お一人での参加も可  ＊

 

 

多読の豆知識 ～多読三原則～ 

 

① 辞書は引かない 

辞書は使いません。知っているかもしれない文法知識も使わないことにしましょう。そして、できるだけ英語を日本語 

（日本語を外国語）に訳したり分析したりしないで、英語を英語のまま（日本語を日本語のまま）読みます。 

② 分からないところは飛ばす 

  辞書は使わないのですから、当然分からないところが出てきます。そこは、単語だろうと文であろうと前後から推理する 

ことさえしないで、単に飛ばして先に進みます。そう、分からなかったところは、無かったことにしましょう。 

③ 合わないと思ったら投げる 

  ①②の原則で楽しく読めない本だったら止めて、楽しめそうな次の本に移ります。 

 

推奨：NPO 多言語多読 https://tadoku.org/ 

第 1 回 10 月 17 日 第 5 回 12 月 12 日 

第 2 回 11 月  7 日 第 6 回 12 月 19 日 

第 3 回 11 月 21 日 第 7 回 1 月  9 日 

第 4 回 12 月  5 日 第 8 回 1 月 16 日 

 

 

 

 

 

 

主な流れ 

10 分 受付・本選び 隣接する図書館から本を選びます。 

50 分 多読 英語グループ・日本語グループに分かれて、本を読みます。講師が寄り添います。 

15 分 Book Talk 英語グループ・日本語グループに分かれて、グループ内で、どんな本だったか紹介しあいます。 

15 分 Free Talk 講師やグループメイト同士、自由に話をしたり、英語グループと日本語グループで交流します。 

 

無料 

 

 

主催：坂祝町 

共催：  

 

 

坂祝町役場企画課 ℡ 0574-66-2411 Email：kikaku@town.sakahogi.gifu.jp 

＊

 

 

mailto:kikaku@town.sakahogi.gifu.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

多読
た ど く

の豆
まめ

知識
ち し き

 ～多読
た ど く

三原則
さんげんそく

～ 

このクラスは、多読
た ど く

を使って
つ か

 言葉
こ と ば

を覚
おぼ

えることができます。 

本
ほん

を読
よ

んで楽
たの

しく勉強
べんきょう

をします。 

 

①  じしょは つかわない 
 

②  わからない ところ は よまない 
 

③  ほん が たのしくない なら ほん を かえる 

推奨：NPO 多言語多読 https://tadoku.org/ 

第 1 回
だい  かい

 10月
がつ

17 日 第 5 回
だい  かい

 12月
がつ

12日
にち

 

第 2 回
だい  かい

 11月
がつ

  7 日 第 6 回
だい  かい

 12月
がつ

19日
にち

 

第 3 回
だい  かい

 11月
がつ

月 21 日 第 7 回
だい  かい

 1月
がつ

  9日
にち

 

第 4 回
だい  かい

 12月
がつ

  5 日 第 8 回
だい  かい

 1月
がつ

16日
にち

 

 

主
おも

な流れ
な が れ

 

10 分 受付
うけつけ

・本選び
ほんえらび

 としょかん から ほん を えらびます 

50 分 多読
たどく

 グループ に わかれて ほん を よみます 

15 分 Book Talk よんだ ほん の はなし を します 

15 分 Free Talk みんな で おはなし を します 

 

 

主催：坂祝町 

共催：  

℡ 0574-66-2411 Email：kikaku@town.sakahogi.gifu.jp 

＊なまえ、でんわばんごう、ねんれい、じゅうしょをおしえてください

 

さかほぎ ちょう ちゅうおう こうみんかん（坂祝町中央公民館） 

    坂 祝 町
さかほぎちょう

黒岩
くろいわ

1260-1 

mailto:kikaku@town.sakahogi.gifu.jp


 

 

 

 

 

 

 

 

Gratuita 

Patrocinador：Sakahogi Cho 

Co-patrocinador ：

 

 

Sakahogi cho Chuo Kouminkan〔Gifu-Ken Kamogun Sakahogi cho Kuroiwa 1260-1〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Residentes Estrangeiros e filhos, Japoneses e filhos . Estudantes do ensino fundamental 

II, ensino médio e adultos poderão participar desacompanhados.  
 
Inscrição: Município de Sakahogi - Depto.de Planejamento - Tel.:0574-66-24-11. 

Email:kikaku@town.sakahogi.gifu.jp (e-mail: Informar: Nome:(Furigana) do 
responsável e filho, Idade do filho (a),Telefone e endereço) 

＊

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Classe 1   17/OUT Classe 5  12/DEZ 

Classe 2  07/NOV Classe 6 19/DEZ 

Classe 3 21/NOV Classe 7  09/JAN 

Classe 4 05/DEZ Classe 8  16/JAN 

 

 

 

Conscientização da Leitura Extensa 

(3 pontos para observar) 

Nesta classe、utilizando técnicas de leitura extensa, será possível adquirir melhorias de 

conhecimentos no idioma。 Os estrangeiros irão ler em japonês e os japoneses em inglês、utilizando 

técnicas de leitura extensa e compreensão e, interagindo estrangeiros e japoneses. 

 

Programação: 

10 minutos Recepçã o・Escolhã do 

Livro  

Selecionar o livro de leitura, na biblioteca. 

50 minutos Leitura extensa Divisão do Grupo de Inglês e Grupo de Japonês, seguida de leitura do livro com orientaçã o do professor. 

15 minutos  Conversa sobre o 

livro 

Grupo de Inglês e grupo de japonês fazem a apresentaçã o do conteú do do livro  selecionãdo  

15 minutos  Conversa Livre  Professor e participantes conversam livremente, interagindo os grupos de inglês e japonês. 

 

 

①  Não usar o dicionário 

Não usar o dicionário e nem fazer traduções. Ler no idioma original, na medida do possível. (Inglês em Inglês  e 

Japonês em japonês). 

②  Pular a parte que não puder entender 

Como não usará o dicionário, haverá parte que não terá completa compreensão de trechos ou vocabulários, pular e 

seguir a leitura. 

③  Se o livro não for interessante, trocar por outro de seu interesse. 

Se não conseguir seguir os itens 1 e 2 e não tiver interesse no livro, pare e troque por um livro que tenha mais 

interesse e goste. 

 

 

Recomendação：NPO 多言語多読 https://tadoku.org/ 
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令和２年度 文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

地域日本語教育実践プログラム（A） 坂祝町：地域とつながる日本語教室事業 

主催
しゅさい

：坂祝町
さかほぎちょう

 ／ 実施
じ っ し

：多文化
た ぶ ん か

演劇
えんげき

ユニット MICHI 
 

 
「このゴミ、どこに すてますか？」 

「おおきな台風
たいふう

が きたら、どうしよう？」 

「しごとで『△％＃＆』って いわれたけど、なに？」 

    あなたの「わからない」をおしえてください。 

   いっしょに べんきょう しましょう 

① ９月２０日（日）  

 

 

坂祝町
さかほぎちょう

 役場
や く ば

 

 

 

 

 

 

１４：００～１６：００ 

② １０月４日（日） 

③ １０月１１日（日） 

④ １０月２５日（日） 

⑤ １１月１５日（日） 

⑥ １１月２２日（日） 

参加費
さ ん か ひ

：無料（むりょう） 

申込み
もうしこみ

：多文化
た ぶ ん か

演劇
えんげき

ユニット MICHI  michi.workshop@gmail.com 

坂祝町
さかほぎちょう

役場
や く ば

 企画係
きかくがかり

  kikaku@town.sakahogi.gifu.jp 

＊メールのタイトル「せいかつのにほんご もうしこみ」 

名前
なまえ

・電話番号
でんわばんごう

・メールアドレスを かいてください。 

せいかつ の 

にほんご きょうしつ 

 
  

 

さんか 

できます！ 

もうしこみ に 

「zoom きぼう」と 

かいてください。 

Zoom 

 



令和２年度 文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

地域日本語教育実践プログラム（A） 坂祝町：地域とつながる日本語教室事業 

主催
しゅさい

：坂 祝 町
さかほぎちょう

 ／ 実施
じ っ し

：多文化
た ぶ ん か

演劇
えんげき

ユニット MICHI 
 

 
「O QUE DIZER NO HOSPITAL？」 

「O QUE FAZER SE VIER UM TUFAO FORTE？」 

「DISSERAM ISSO『△％＃＆』 NO TRABALHO!」 

    IREMOS AJUDAR NO QUE VOCE PRECISA。 

   VAMOS FORMAR UMA SALA DE AULA COM A SUA CARA? 

① 20/SET (DOM)  

Prédio da 

Prefeitura de 

SAKAHOGI 

 

 

 

 

１４：００～１６：００ 

② 04/OUT (DOM) 

③ 11/OUT (DOM） 

④ 25/OUT (DOM） 

⑤ 15/NOV (DOM） 

⑥ 22/NOV (DOM) 

  Gratuito!               

Inscrição：COMPANHIA DE TEATRO MULTICULTURAL MICHI  michi.workshop@gmail.com 

Prefeitura de Sakahogi:  kikaku@town.sakahogi.gifu.jp 

＊mencionar no e-mail「nihongo do dia a dia-inscrição」 

*mencionar Nome, Nº telefone e e-mail 

NIHONGO DO  

DIA A DIA 

 
  

Vaiparticipar via 

Zoom? Mencione       

na inscrição.  

 

Zoom 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2020 年度 文化庁委託 

「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

地域日本語教育実践プログラム（A）  

坂祝町：地域とつながる日本語教室事業 

地域で活躍するための 

コーディネーター研修 

地方公共団体、学校、国際交流協会など、さまざまな職場で、取り組みや実施に必要な地域の関係機関との 

連携及び調整は、取り組みをスムーズに行うためのコーディネーター力が不可欠となります。 

それは、どの職種、職場においても重要な役割を占めることになるでしょう。 

この講座では、コーディネーターの意義や役割を学び、活動を実践するためのさまざまな資質や手法を身に 

付けていきます。 

 

2020年        2021年 

8月 23日（日）～ 3月 7日（日） 

 
会場 坂祝町役場 

 

岐阜県加茂郡坂祝町取組 46 番地 18（℡0574-26-7111） 

アクセス：JR 坂祝駅徒歩 11 分、無料駐車場あり 

 
対象者 ・日本語教育に関わっている方（日本語教師、日本語指導者、日本語ボランティア、学校支援ボランティア） 

・日本語教室を運営されている方 

・小中学校教職員（外国籍児童生徒等に関わる方、及び関心のある方） 

・地域教育に関心のある方 

 

定員 20 名 

 
参加費 無料 

 

第 1 回から第 8 回の中で、受講者は、学んだことをご自身の現場で取り組み、 

最終回でご自身が見出した課題・方策・改善のプロセス及び結果を受講者や 

関係者の前で発表します。課題の見出し方、取り組み方をこの講座で学びます。 

また、発表のまとめ方等も随時、講師がご相談に乗り、手助けをしていきますので、 

安心して、ご受講いただけます。 

後援・協力 

岐阜県、各務原市、坂祝町教育委員会、 

可児市国際交流協会 

 

申込・問合せ 

み 

電話：0574-66-2411<坂祝町企画課＞ 

メール：kikaku@town.sakahogi.gifu.jp 

件名に「坂祝町コーディネーター研修申し込み」 

本文に①名前②所属③電話番号④メールアドレスを 

明記ください 

 

時間・内容の詳細は裏面（全 8 回） 

mailto:kikaku@town.sakahogi.gifu.jp


日 程 内 容 ・ 講 師 

① 
2020 年 

8 月 23 日（日） 13：30～15：30 

■地域で活動するコーディネーターになるには 

*この回は、当講座のガイダンスも含みます 

東海日本語ネットワーク 副代表 

文化庁地域日本語教育アドバイザー 

② 8 月 29 日（土） 13：30～15：30 

■さまざまな施策や制度を知る 

■「生活者としての外国人」に対する日本語教育とは、 

またそれをどうコーディネートしていくか 

文化庁日本語教育専門職  松井 孝浩 氏 

③ 9 月 13 日（日） 13：30～15：30 

■問題解決能力をつける 

■現状把握から課題設定、課題解決に向けた方略の 

検討方法を知ろう 

可児市 NPO 協会 理事長  山口 由美子 氏 

④ 10月18日（日） 13：30～15：30 

■地域の現状を知り、活動につなげる 

■人材育成の考え方や手法を学ぶ 

～可児市国際交流協会の事例より～ 

可児市国際交流協会 事務局長  各務 眞弓 氏 

⑤ 11月29日（日） 13：30～15：30 

■地域日本語教育に関わる人材や関係機関及び 

在住外国人の把握とネットワーキング  

～各務原市役所職員の立場より～ 

各務原市役所 観光交流課（各務原国際協会） 梅田 宅真 氏 

⑥ 12月20日（日） 13：30～15：30 

＝中間報告＝ 

参加者の取り組み発表を聞く 

東海日本語ネットワーク 副代表 

文化庁地域日本語教育アドバイザー 

⑦ 
2021 年 

2 月 21 日（日） 
13：30～15：30 

■ファシリテーション力とは 

NPO 法人 PAVLIC  河野 悟 氏 

⑧ 3 月 7 日（日） 13：30～16：30 

＝最終報告＝ 

参加者の取り組み発表を聞く・振り返り 

東海日本語ネットワーク 副代表 

文化庁地域日本語教育アドバイザー 

◎原則、全日程に参加できる方が望ましいですが、全日程への参加が難しい場合には、ご相談下さい。 

 

講座は、坂祝町の新型コロナウィルス感染症予防対策に沿って実施いたします。 

ご参加される場合は、体温チェック・消毒・マスク着用等へのご協力をお願いいたします。 

今後の状況によっては、中止となる場合もございます。予めご了承ください。 

米勢 治子 氏 

お願い 

米勢 治子 氏 

米勢 治子 氏 





 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■対象者 ・日本語支援に関心のある方 

・いろいろな日本語教室に関わってみたい方 

■申込み・問い合わせ先  

坂祝町役場企画課  ℡0574-66-2411  Email：kikaku@town.sakahogi.gifu.jp 

 ＊メールの場合、名前（ふりがな）、所属、電話番号、住所 を明記して下さい。 

■プログラム ＊全日程への参加が難しい場合は、ご相談ください。 

回 日 時 内 容・講 師 場 所 

1 
8 月 9 日(日) 

13：30～15：30 

地域日本語教室とは 

～日本語ボランティアの役割～ 
坂祝町役場 

（岐阜県加茂郡 

坂祝町取組 46 番地 18） 米勢 治子氏 

（東海日本語ネットワーク副代表） 

2 
8 月 16 日(日) 

13：00～16：00 

地域の日本語教室の見学・学習者及び支援者との交流 

～可児市国際交流協会～「日曜日日本語教室」 

可児市多文化共生センター フレビア 

（可児市下恵土 1185-7） 

3 
8 月 29 日（土） 

18：30～21：00 

地域の日本語教室の見学・学習者及び支援者との交流 

～可児市国際交流協会～「土曜日日本語教室」 

可児市多文化共生センター フレビア 

（可児市下恵土 1185-7） 

4 
9 月 9 日（水） 

18：30～21：00 

地域の日本語教室の見学・学習者及び支援者との交流 

～美濃加茂国際交流協会～「生活のための日本語コース」 

美濃加茂市生涯学習センター 

（美濃加茂市太田町 3425-1） 

5 
9 月 23 日（水） 

19：00～21：30 

地域の日本語教室の見学・学習者及び支援者との交流 

～関市・日本語講座～「水曜日教室」 

わかくさ・プラザ学習情報館 

（関市若草通 2-1） 

6 
9 月 27 日(日) 

13：30～15：30 

講座及び見学の振り返り 坂祝町役場 

（岐阜県加茂郡 

坂祝町取組 46 番地 18） 
近藤 利恵氏 

（可児市国際交流協会事務局次長） 

講座は、坂祝町の新型コロナウィルス感染症予防対策に沿って、実施いたします。 

ご参加される場合は、体温チェック・消毒・マスク着用等へのご協力をお願いいたします。 

今後の状況によっては、中止となる場合もございます。予めご了承ください。 

後援：坂祝町教育委員会 共催：可児市国際交流協会 

 

 

 

2020 年度 文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

地域日本語教育実践プログラム（A）坂祝町：地域とつながる日本語教室事業 

 

 

■定  員 15 名  

■受講料 無料 

■申込み〆切 8 月 6 日（木） 

 

坂祝町は、昨年度から、生活者としての日本語教室が開講し、多くの支援者が必要とされています。 

この教室は、誰でもできる身近な支援です。特別な資格や経験は必要ありません。今年度、この講座では、 

他地域の日本語教室でサポートの体験をします。外国語が話せなくても大丈夫です。いろいろな日本語 

教室に関わってみて、「私もやれるかも！」という思いを募らせていただき、是非、日本語支援者として、

在住外国人に関わってみませんか。 

 
 



2020年度 文化庁委託「生活者としての外国人」のための日本語教育事業 

地域日本語教育実践プログラム（A） 

 

 

 

坂祝町コーディネーター研修 

最終報告：要旨 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 3月 7日（日） 



学習者の日本語教室への継続参加 

（所属）MIEA （氏名）安藤啓治 

■団体紹介 

MIEA（美濃加茂国際交流協会）の日本語教室 

 美濃加茂市国際交流協会の日本語教室にサポーターとして参加 

 現在日本語教室はコロナウイルスによる緊急事態宣言中の為、ZOOMで行っている 

 日本語教室開催日時→①毎週水曜日午後７時～午後８時３０分 

          ②毎週土曜日午前１０時～午前１１時３０分 

 学習者の構成→ブラジル、フィリピン、ベトナム、中国 

 参加人数（平均）→水曜日：4～６人、土曜日：４～６人 

 学習者の日本語能力→①N2・N3合格者、②ひらがな・カタカナは読み書きでき、話す・聞くは少    

しできるが、漢字はほとんど解らない、③中国人は漢字 OK 

 サポーターの人数→コロナウイルスによる緊急事態宣言以前はシフト表で行っていたが、現在は   

ZOOMに参加可能なサポーターのみで行っている（4～5人） 

 授業方法→ZOOM のホスト役のサポーターが全員参加のアイスブレーキング（クイズ・間違い探し等）で

参加者の固い雰囲気をはぐし、その後サポーターと学習者をグループ分けし、当日のテーマについてグル

ープ毎に話し合い、再度全員参加で話し合った内容について報告し合う。 

 課題設定 

【課題】：学習者の日本語教室への継続参加 

【課題経緯】：仕事や家庭の事情により日本語教室に継続参加できないことにより、日本語学習の意欲 

を失ってしまい、日本語教室への足が遠のいてしまう。 

 本研修のおける取組 

【取組】：ＺＯＯＭで日本語教室を行っている関係で、テキストから会話中心に切り替え、学習者と個別に話す機

会が多くなり、困りごとや生活実態を直接聞くことができ、またアンケートの実施も中間報告の指摘を踏まえて

行った。 

【連携先】：ＭＩＥＡ 

 取組に対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】：アンケートを実施した結果、各学習者の日本語を勉強して「どうゆうことが出来るようになりたいか」

「何を目指しているのか」が確認でき、また各学習者の日本語能力等も把握でき、今後の 

日本語教室の方向性をつかむことができた。また、アンケートにない特記事項として「日本文化を勉強したい」

という意見も寄せられ、これも今後の授業に活かしたい。 

【新たな課題】：①ＺＯＯＭでの日本語教室なので毎回参加者やサポーターが固定化されている   ②新規学

習者は ZOOM参加に不安を感じている（自分の日本語能力で大丈夫？） 

 



キャリアプラン構築のためのゲストティーチャー 
 

（所属）学校法人 HIRO学園 （氏名）石水 美佳子 

 

■団体紹介 
【活動場所】学校法人 HIRO学園（ブラジル人学校）ブラジル教育省と日本文科省の認可あり 

【生徒数】約 210名（2020年 12月現在、幼児部から高等部までの合計） 

【日本語授業】各学年週 2時間（文法）＋初等部６年まではボランティア授業あり 

初等部 5年までは一斉授業、初等部 5年の年末にクラス分けテストを実施 

初等部 6 年から高等部 3 年までは各クラスをレベル別に 2 つ（A/B）に分け、以後は教科

書、指導方法、評価法、教室、担当教員など、すべてクラス別 

【日本語指導者】日本人とブラジル人各 1名（文法）、日本人ボランティア 3名（会話） 

【日本語の成績評価】週 2回の文法授業は、中間、期末、追試、落第など他教科同様の評価 

【日本語授業における問題点】 

① 日本での進学を視野に入れる学生が増加しているが、日本語のコマ数が少ない 

② 2020 年 11 月からは、異なる学年を縦割りにして連結させたため、レベルに合った授業が行えない（例：高

等部 3年 Aは N1あるいは N2保持者多数で N3教材を使用、高等部 2年 Aは N1から JLPT未受験とば

らつきがあり、N4教材を使用） 

【発表者の立ち位置】日本語教師（文法 A グループ） 

■課題設定 

【課題】（日本語習得を生かした）キャリアプラン構築 

【課題経緯】 

ブラジル人学校の高校生がキャリアプランを構築できない主な理由を以下のように仮定した。 

① 日本語力の不足 

② 就職、進学に関する情報欠如（学費工面を含む）と準備不足、および機会喪失 

③ ロールモデルの欠如により、進路選択を自分事として捉えられない 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 
学生と実年齢が近い人物（本校卒業生 V と L）に、ゲストティーチャーとして 2020 年 11 月にポルトガル語で実体験

を語ってもらった（V: IT 系専門学校１年生（N2合格）、L: 日本語学校１年生）。 

対象者は中等部 3年から高等部 3年（約 80名）で、アンケートは 2021年 2月に実施。 

【連携先】 
 

 

 

 

 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 
【成果】 

卒業生が自身の体験を感情豊かに話してくれたことで、より在校生の興味・関心を引き出し、多くの学生がアン

ケートで好反応を示した。 

2021年には JLPTや中国語検定に積極的に挑戦したいという意見が出た。 

日本で進学・就職の予定がない学生も、将来についてより真剣に考えるようになった。 

【新たな課題】 

2021 年から、ブラジル教育省の定める他教科の時間数を確保するために、日本語のコマ数確保がさらに困難とな

った。高校生の日本語授業数がさらに激減した（2020年度の 4分の 1）中で、学生のモチベーションをどう保つか？ 

今後の人的リソース（新たなゲストティーチャー）の獲得をどうするか？ 

ゲストティーチャーによる体験談会以外のアプローチの方法は？ 

 

 

HIRO 日本語 

niho 

HIRO

学園 

IT系専門学校 

日本語学校 

卒業生 



外国籍の子どもに関わる中で 

 

（所属）フレビア（氏名）伊藤 章子  

■団体紹介 

 

・小学校 

～小学生を持つ保護者として～ 

 

 

■課題設定  

【課題】  

特別扱いではなく外国籍の子どもさんにしっかり勉強のフォローをしてもらう 

 

 

【課題経緯】 

下校時、外国籍のお母さんと会い勉強のことで相談された 

 

 

 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 

・自分の子どもの学校のクラスの中に外国籍の子どもさんがいるので差別しない事や、色ん

な国について話し合った。 

 

・先生に何か困っていることがないか聞いた。 

 

【連携先】 

小学校 

 

 

 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

先生の意識が変わった 

 

【新たな課題】 

今後、全国的に教科別に新たに方針が変わっていくので先生方と相談していく。 

 

 

 

 

 

 

 



（題名）外国籍児童を地域で支えるために 

～多文化共生「すまいるひろば」の活動を通じて～ 

 

（所属）多文化共生「すまいるひろば」（氏名）梅田千枝子  

■団体紹介 

加茂郡坂祝町内で多文化共生のボランティア活動を行っており、名称は多文化共生「すまい

るひろば」という。設立は 2018 年 9 月。 

主な役割は、活動の指導計画や当日の指導者を行っている。 

受講者の対象は外国籍の子ども（親含む）。（ほとんどは、ブラジル人でその他、フィリピン・

インドネシア）活動は原則毎月 1 回。第４週目の土曜日か日曜日。参加人数は月によって異

なり 4 人～32 人と決まっていない。 

■課題設定  

【課題】  

外国籍の子ども達（親含む）の「すまいるひろば」への参加者が増えなかったり、継続的で

なかったりすることが課題であった。 

【課題経緯】 

・「すまいるひろば」を立ち上げてからの年数も多くなく、地域や学校等への周知に欠けてい

た。 

・外国籍の方々が何を求め、何に困っているのか現状把握が足りなかった。 

・学校・教育委員会ともっと連携をし外国籍の家庭への働きかけがなかった。 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 

・「すまいるひろば」の周知活動に取り組んだ。PR チラシの工夫・学校や園へ訪問をした。 

・受講者の方々が何に困っているのか。何曜日の開催が良いか、何について・どんなことが

やってほしいのかを知るためにアンケートを実施した。 

・教材は、ほぼ手づくりにしぬくもりを大切にした。 

・日本の季節折々の行事にはこだわり、歌を歌ったり工作をしたり、絵を描いたりと自分ら

しさが思いっきり表現できる活動を意図して取り入れた。 

【連携先】 

①坂祝町教育委員会 ②坂祝小学校（通訳含） ③幼稚園・保育園 ④坂祝町社会福祉協議会 

⑤加茂警察署 ⑥町内にある各ボランティア団体 ⑦すまいるひろばボランティアスタッフ 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

・PR チラシや関係機関や通訳の方にご協力いただいたおかげで参加者も増え出席ができる子

どもが定着してきた。 

・顔見知りになり、普段でも笑顔で話しかけてくれる子が増えてきた。 

・親さんとも笑顔でいろいろなお話ができるようになった。また、分からないことがあると

「すまいるひろば」に来て質問をしてくれるようになった。 

【新たな課題】 

・「すまいるひろば」の活動拠点を固定したい。（例：空き家の活用など） 

⇒現在は固定した活動場所はなくバラバラ。活動拠点が固定していないと受講生も困ったり・心

配だったり混乱するため決まった場所で実施したい。 

・「すまいるひろば」を少しずつ坂祝に定着させるために、法人化も考えるようになった。 

 

 



外国人が日本語を学び続けるための環境づくり 
所属 美濃加茂市 多文化共生推進室 （氏名）大畑 英樹 

■団体紹介 

美濃加茂市市民協働部地域振興課の多文化共生推進室 室長の大畑です。 

美濃加茂市は、外国人住民比率が約 9.2％で、全国の市部の中でも一番比率が高

く外国人が居住しているまちです。 

そのため以前から多文化共生推進プランを策定し、美濃太田駅前駅南分室の多文

化共生推進室を中心に、外国人との共生社会を目指して、様々な多文化共生、ある

いは国際交流施策を推進しています。 

■課題設定  

【課題】 コロナ禍における外国人への日本語学習支援 

【課題経緯】多文化共生推進プランの中でも重要な課題が、地域住民と外国人との

コミュニケーションの活性化です。そのためのツールとして、やさしい日本語を位

置付けており、外国人へも日本語教室等を開催し、日本語が習得できるよう支援し

ています。 

外国人もコロナ禍の影響により日本語を覚えることの重要性が解っているにも

関わらず、学ぶ場所や時間が無い、あるいはコロナ感染が怖いために教室に通いた

くない等の理由により、日本語を学べない外国人が多く存在しています。 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 

・ＷＥＢによる日本語教室の開催（平日日中・夜間、土曜日） 

・e フレンド（Ｅmail:電子メール・Ｅexchange:交流・Easy:やさしい 日本語）

の実施 

日本語を学ぶ場や時間のない外国人に対して、ZOOM による日本語教室の開催や、

ランゲージ・エクスチェンジの目的で、外国人と日本人とのメール交換を開始した。  

【連携先】美濃加茂国際交流協会・美濃加茂市職員ボランティア 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題  

【成果】 

・新型コロナウイルスの影響により公共施設が臨時休館となったため、日本語教室

の対面方式の開催ができなくなり、学ぶ場のなくなった外国人が ZOOM で日本

語を学べるようになった。 

     ・e フレンドに 10 名ほどの外国人が申込みをされ、10 名の市職員ボランティアと

メール交換をしている。個人情報保護のため、メールはすべて市の担当者が受け

取り、相手に配信する手法をとっている。外国人にとっては日本語の学習、日本

人にとってはやさしい日本語の学習になり、お互いに学習し合うことにより、コ

ミュニケーションが容易に感じるようになった。 

【新たな課題】 

・ZOOM の日本語教室や e フレンドは、1 対 1 での指導が可能になったが、反面、

ある程度日本語を教える指導力が必要になってきた。 

・講師の ZOOM を含めたＷＥＢの使い方の技術力向上が必要となってきた。 

 



外国籍の児童がクラブで楽しく過ごすには 

 

（所属）子どもクラブ（氏名）兼松則子       

 

■団体紹介 

 坂祝町教育委員会 子ども課の「子どもクラブ」に所属している。伝わりやすく言うと、

学童のこと。建物の名称は、「キッズドリームワールド」という。 

「子どもクラブ」は入館したらおやつを食べ、宿題を中心とした学習を行い、その後自由

に過ごす。 

 支援員は全体で１２名。私の勤務は週２回。支援員は毎日４名勤務。 

 支援員である私は、問題が発生しないよう学習や遊びの見守りを行っている。 

 「子どもクラブ」には、毎日４５名程来るがそのうち外国籍の児童は１０名余り。 

 建物は小学校の敷地内にあるので、小学校の先生方とも交流がある。  

■課題設定  

【課題】 外国籍の児童と保護者、私たち支援員がお互いに信頼できるようにしたい。 

【課題経緯】 何かあった場合（子ども同士のケンカ等）、言葉が通じなかったり生活習慣

が違ったりすることにより自分の思いを強く主張され、説明しても理解してもらえないこ

とがある。 

～外国籍の方に対してお互いの思いを分かってもらえるよう分かりやすく伝えるか～ 

 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 1 年生の児童で遊びの時ルールが理解できず、いきなり割って入りそのこ

とでケンカをよくする子がいる。その都度本人にも話をし、周りの児童にも仲間に入れて

あげるよう促している。児童の近くに支援員が寄り添い、見守っている。 

 

 

【連携先】 

 

 

 

 

 

 

 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 私たち支援員が、担当の曜日が終わると今日起きたことを日誌に書き、会議等

でも話し合い、対応を共有しているので、引継ぎがスムーズにいく。周りの児童が遊びに

入れてあげようと誘うことがある。 

【新たな課題】 学童での生活に慣れてきて、小学校から帰って来ても、なかなか落ち着

かず、学習するまでに時間がかかる。今日起きたことを保護者に離すと（ケンカをした。

友達をけった。）「そうやってうちの子は、自分の身を守っているんです。」と言われ、話になら

ない。児童の心に響くやさしい日本語を学ぶ。 

 保護者ともっと交流し、なるべく児童の良い所を見つけ、褒めてあげないといけないと思う。 

 

 

児童 
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小学校の

先生 



地域資源の強みを活かせるコミュニティーソーシャルワーカーに 

 

（所属）岐阜県社会福祉士会  久髙 亜希子  

■団体紹介 

一般社団法人岐阜県社会福祉士会  

●「社会福祉士」とは…社会福祉業務に携わる人の国家資格。 

「専門的知識及び技術をもって、身体上もしくは精神上の障害があること、または 

環境上の理由により日常生活を営むのに支障がある者の福祉に関する相談に応じ、 

助言、指導、福祉サービスを提供する者又は医師その他の保健医療サービスを提供 

する者その他の関係者との連携及び調整その他の援助を行うことを業とする者。 

●会員数:岐阜県 582 名/全国 41,731 名（2019.3.31/公社）日本社会福祉士会 HP より） 

●活動地域：岐阜・西濃・中濃・東濃・飛騨 

●専門分野：高齢者、障がい者、こども、母子、地域、貧困、医療、権利擁護関係、 

学校・教育関連、行政、就労支援、保護観察所や刑務所等との連携 

■課題設定  

【課題】地域で自分らしく暮らすために…ソーシャルワーカーの多文化意識 UP！  

【課題経緯】社会福祉士は、多様な個人に寄り添い、解決に導く支援の専門職です。しか

し、各福祉専門分野の相談員（ソ-シャルワーカー）であっても、外国人住民に対する実践

的な支援経験は限定的であり、地域におけるサポートネットは途切れたり、隙間があった

りして万全と言える状況ではありません。 

■本研修における取り組み 

【取り組み】文化庁または岐阜県による人材育成委託講座（2020.9 月～2021.2 月受講） 

学んだことや気づきを所属団体の会員内で共有し、新たな社会資源をみつけて、連携する。 

・就労者に対する日本語教師初任者研修・多文化ソーシャルワーク基礎講座   

・地域日本語支援者養成講座     ・さまざまな手法や評価について学ぶ研修会 

・地域日本語教育コーディネーター研修・外国籍児童に対する日本語教育ボランティア 

・全国国際交流推進会議への参加   ・岐阜県社会福祉士会における意見交換会開催 

【連携先】●行政機関：内閣府青年国際交流担当室、岐阜県（外国人活躍・共生社会推進課、

私学振興青少年課）、●民間団体（外国人コミュニティー、サポーター）：一般財団法人 日本国

際協力センター一般財団法人青少年国際交流推進センター、日本青年国際交流機構、岐阜県青

年国際交流機構、岐阜市国際交流協会、可児市国際交流協会、大垣市国際交流協会、●個人サ

ポーター：外国籍児童生徒を担当する教職員、通訳（日本人・外国人）、日本語教師、研究員 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】本研修を機に半年間、様々な視点から岐阜県内の外国人住民の生活、日本語教育

の実態について学びました。また、それを通じて知り合った団体や個人の活動について交

流しあい生の声を聞きました。そして所属団体において多文化地域支援の現状について他

の会員に伝えるとともに、社会資源の強みを活かせるコミュニティーソーシャルワーカー

として、対象の分野・年代等に応じて、外部の資源と結びつける連携体系を構築しました。 

【新たな課題】一昨年前、所属団体の一部の会員向けに外国人支援に必要な基礎知識（在

留資格、アセスメント手法等）を学ぶ研修を企画・開催しており、本研修期間ではより広

域で多様な専門職を対象にした実践研修を計画していました（コロナ禍により開催不可）。

本研修の学びから、外国人住民の経験や声こそ大切な資源である気づきを得たことから、

次回は特に外国人住民の方にも参加協力を促して双方の意見交換を踏まえた内容にしたい

と考えています。行政機関の施策を補完できる地域民間力を開発していきたいと思います。 

 



魅力ある教室にするために（題名） 

 

（所属） MIEA（氏名） 善本 勝 

■団体紹介 

美濃加茂国際交流協会主催の日本語講座。 

3 か月を１クールとして年間 4 クール実施。 

毎週水曜の夜実施の水曜クラスと土曜の午前実施の土曜クラスあり。 

学習者の制約はないが、美濃加茂市在住者または在勤者は受講料無料。その他の方は有料。 

支援者（サポーター）はボランティア。 

■課題設定  

【課題】  

魅力のある教室にすることが課題。 

【課題経緯】 

毎回クールの最初は学習者が多数参加。 

しかし、回が進むにつれて学習者が減少する。 

教室に魅力がないから参加しなくなるのだと想定し、魅力のある教室（来たくなる教室）

にすることを課題とした。 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 

１．教材の使い勝手の改善（持ち帰り、書き込み不可だった）。学習者が購入する様、規則化。 

２．学習者同士の仲間意識高揚に向け、教室内での互いの会話機会を設けた。 

３．教室での学習者の緊張を和らげるため、ｱｲｽﾌﾞﾚｰｷﾝｸﾞを導入した。 

４．協会事務局とサポーターのミーティングを開催し、以下を話し合った。 

 次クールで使用するテキストの検討 

 学習者 VS サポータの組み合わせ固定化の検討（デメリットも大きい） 

 漢字練習の導入の是非 

【連携先】 

  サポーターのメンバー／美濃加茂国際交流協会／美濃加茂市役所地域振興課（多文化共生） 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

今回の成果を評価するには、「教室の魅力度」を数値化し、活動の前後比較が必要である。魅

力度の代替値として、学習者（登録者）の出席率を用いて評価する予定だったが、コロナ感

染拡大による教室閉鎖により、その評価ができなくなった。 

よって、以下に個々の取り組みの結果だけを示す。 

１．新教材「にほんごこれだけ１」を採用し、教材の使い勝手を改善した。 

  各自購入し（補助金あり）、授業中の書き込み、帰宅後の自習も可能となった。 

２．授業最後の学習者同士の会話練習を定例化し、学習者同士の仲間意識が向上した。 

３．授業最初にアイスブレーキングを導入し、授業開始時の雰囲気が向上した。 

４．協会事務局とサポーターのミーティングを開催し、問題の解決方法を相談するとともに、 

  授業の質向上と関係者の結束を高めた。 

【新たな課題】 

第 3 次感染ピークにより、オンライン教室に切り替えた。 

サポーター、学習者ともにオンライン教室に不慣れなため、参加率が低迷。 

今後の課題は、学習者のオンライン環境や操作方法習得度の確認、教室運営方法の検討である。 

 



 親子間のコミュニケーション  

 

可児市国際交流協会 田口未菜       

 

■団体紹介 

可児市国際交流協会 きぼう教室(小学生クラス)のサポーター 

きぼう教室の小学生クラスでは、日本の公立小学校に通う外国人児童と一緒に音読や国語

や算数を勉強したり、日本語を通して日本の文化や礼儀を伝えたりしています。 

  

■課題設定  

【課題】 親子間のコミュニケーションの促進 

【課題経緯】きぼう教室で活動する中で、日本語で書かれたプリントを子供に「おうちの

人に見せてね」と言って渡した時に、「お母さん日本語分からないから、渡すの嫌だ」と言

われたり、「ポルトガル語では何て言うの？」と質問した時に「ポルトガル語はあまり分か

らない」と言われたりすることがありました。これらの経験から、「子どもたちは普段どの

ようにして家族とコミュニケーションを取っているのか」「コミュニケーションは取れてい

るのか」疑問に思い、親子間のコミュニケーションに注目しました。 

 

■本研修における取り組み 

【取り組み】   

日本語に触れながら親子でコミュニケーションを取る時間を設けるために、小学校低学年

クラスの授業として、「親子で参加できるかるた遊び」を行いました。かるた遊び終了後、

保護者の方を対象に、かるた遊びに関するアンケートを取りました。 

 

【連携先】 

・可児市国際交流協会 通訳さん(英語/ポルトガル語) ・可児市総合会館 

・きぼう教室(小学校低学年クラス) きぼう教室のサポーター、児童、保護者 

 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

アンケートの結果から、参加してくださった保護者の方の半数が、「お子さんと一緒にいる

時間を作りたい」と考えていること、「保護者の方も日本語に興味がある」ことが分かりま

した。また、かるた遊びに参加して「お子さんとたくさん会話すること」、「日本語を勉強

すること」ができたと回答がありました。これらのことから保護者の方は、お子さんとの

時間や会話を大切に考えていること、保護者の方も日本語に興味があるということが明ら

かになりました。 

 

【新たな課題】 

親子でかるた遊びを行い、会話がある親子もいれば、あまり会話がない親子もいました。

アンケートの結果から、保護者の方は「今回と同様の行事があったら参加したい」と考え

ていることも明らかになったので、あまり会話がなかった親子にも会話が生まれるような

機会を作っていくことが新たな課題であると感じました。 

 



 社会性を強化する 

 

可児市国際交流協会 羽賀順子       

■団体紹介 

私は今、可児市国際交流協会の高校進学支援の教室で、教室コーディネーター兼指導者とし

て関わっています。この支援は、市の委託で、可児市内の子どもを対象とした「さつき教室」

と県の補助金で、可児市外岐阜県内の子どもを対象とした「かがやき教室」で行っています。

来日後、ほとんどの生徒が翌春の高校受験を目指します。生徒の年齢は、15 歳から 20 歳で

す。フィリピン人が一番多く、ブラジル人、中国人、ネパール人、ベトナム人、ウガンダ人、

ペルー人がいます。28 人が一緒に勉強しています。28 人の生徒の中で(1)日本の中学校を卒

業した生徒(2)母国で 9年間の教育を終えて来日している生徒(3)何らかの理由で母国も含め

9 年間の教育を終えていない生徒 に大きく分けられます。（3）の子どもたちが高校受験をす

るには中学校卒業程度認定試験（以下、中卒認定）5 教科全て合格が条件です 

■課題設定  

【課題】 中卒認定に合格できなかった生徒たちのモチベーション維持  

【課題経緯】全員ではないですが、今年度も合格できなかった生徒の出席率が落ちています。 

中卒認定の壁とどう向きあうか、どうしたら彼らのモチベーションを維持できるか、それが

私の課題だと思いました。 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 今年度受験しないクラスとして分け（名称：社会性を強化するグループ）、机

上以外での活動を通し、社会性を身に付けるための日本語や思考力を強化し、地域社会との

関わりを考えました。中卒認定だけが道ではないことを学ぶ機会を作りました。 

◆教室の為に働く：教室内での活動のプランを考える、係を決める（検温係、予定係、あい

さつ係 など） 

◆仕事を選んだ時の為の活動：ハローワークへ行く、面接や履歴書の書き方を練習する。 

◆地域社会と関わる：可児市郷土歴史館へ行き、可児の歴史について学ぶ。 

◆自分を見つめる：曼荼羅チャートに今の自分、2021 年の自分を考えて記入、書初めで来

年度の目標を書く、将来の仕事を考え、その為にできる事などを考える。 

◆グループ活動：受験後にみんなで行く場所を決めるため、プレゼンテーションした。その

為に、グループで考え、話し合う。 

◆職場体験：介護に興味があった生徒に介護施設での職場体験を行う。 

【連携先】 

社会と関わる→可児市郷土歴史館で地元ガイドから話を聞く 

職場体験→可児市にある介護施設併設のクリニック 

教室の為に働く→愛知淑徳大学の学生との関わり 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

◆係を決め、朝早く来て仕事をするという事を責任感を持ってやることができた。 

◆グループ活動では、休むと他の生徒に迷惑がかかる事を知り、来ることができた。 

◆職場体験で介護の仕事に興味を持つ事ができた。 

【新たな課題】 

〇その活動をするときに来てほしい生徒に来てもらえないことが多かった。 

〇このクラスの重要性を本人にしっかり知らせる必要があった。 

〇来年度新入生が入り環境も変わるので、この生徒たちの心情をよく見ていかなければならない 

 



活動を通じて学んだこと 

 

可児市国際交流協会 広田みほ子       

■団体紹介 

私が所属しているのは、可児市国際交流協会の高校進学支援教室です。この支援は、市の

委託で可児市内の子どもを対象とした「さつき教室」と、県の補助で可児市外岐阜県内の

子どもを対象とした「かがやき教室」として行っています。この教室では、日本の高校入

学を志望し勉強したいと望んでいる外国にルーツがある学齢期を過ぎた子ども達の日本語

や学習支援、高校進学をサポートしています。現在は、フィリピン、ブラジル、中国、ネパ

ール、ウガンダ、ベトナムにルーツを持つ子どもたち 28 名が通っています。活動時間は基

本的に、週四日（月、火、木、金）の午前 10 時から午後 4 時までです。 

私は、教室コーディネーターで、日本語や数学等の指導も兼任しています。 

■課題設定  

【課題】 授業以外は出席しない生徒達も、イベントに参加してもらいたい 

【課題経緯】 高校見学等のイベントに参加しないため、進学等の意識の差が出てきてし

まう。また、イベントは他の生徒とのコミュニケーションをとったり、日本の事を知る良

い機会でもあり、それを逃してしまうのはもったいないと感じていたため。                                 

■本研修における取り組み 

【取り組み】   

専門の先生を招いてコミュニケーションワークショップを企画開催しました。私たちの要

望を聞いて下さり、言葉をあまり必要としないアイスブレークから始まり、後半は一つの

課題を皆で協力して作り上げるという内容となりました。 

この ws の開催の目的は二つ。一つ目は、教室の子達と仲良くなればイベントにも参加で

きるのではないかという事。二つ目は、半月後に控えた日本大学生との宿泊キャンプの参

加率を高めたい、心の距離を少しでも縮め、キャンプへの参加に興味を持たせる事でした。        

【連携先】 

さつき・かがやき教室の指導者の方々、フレビアのスタッフ、東京の演劇の先生（コミュニケ

ーション・ワークショップ）、親、日本の大学生、宿泊先のスタッフの方々、宿泊キャンプのコ

ーディネートする団体の方々 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

ｗｓやキャンプの参加は、結局できませんでした。しかし、イベントに参加をしなくても、

クラスメートとの距離が以前よりも近くなる生徒もありました。wsやキャンプ活動を通し

て他の生徒達がイキイキとし出したら、不思議と参加しなかった生徒も明るくなり以前よ

りも話すようになりました。積極的に参加をした子達がクラスの雰囲気を牽引し、その雰

囲気は参加しなかった子へも良い影響がある事を目の当たりにしました。 

【新たな課題】 

本国での今までの人間関係や文化から切り離されて日本に来ている生徒たちにとって、子ども

同士の横のつながりを持つことは精神的にも大きな支えとなることを改めて実感をしました。

普段教室にいるときに、「あなたに関心をもっていますよ」と伝わるような活動や仕掛けをする

必要性があると感じました。授業には慣れている先生方もこのような事は不慣れな方も多いた

め、どのように理解をしていただくか、どこの時間にどのようにやっていくかを、今後考える

必要があります。 

 

 



地域日本語教育アドバイザー派遣 

 

（公財）岐阜県国際交流センター  福川 香織   

■団体紹介 

・県レベルの地域国際交流協会。岐阜県の日本語教育の総合的な体制づくりを行う。  

・当センターの役割として県内の日本語学習支援者育成、地域日本語教室のネットワーク

づくり（全体会議）、各教室が抱える課題解決支援を行い、その事業担当をしている。 

■課題設定  

【課題】 

外国人生徒に対する高校進学支援、及び小学生に対する日本語初期指導をどのように行

ってよいか分からない教室がある。 

【課題経緯】 

・教室① 中学３年生の子どもに対する進学支援を行う予定だが経験がなく、どのように

進学支援・学習支援したらよいか分からない。 

・教室② オンライン対応にしたことで、日本語が分からない子どもの参加が増えた。 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 

●地域日本語教育アドバイザー派遣の実施  

当該２教室へのヒアリングにより現状・課題の確認を行いアドバイザー選定。 

その後、各教室にアドバイザーを派遣し、課題に対するアドバイスを行った。 

１）中学３年生に対する高校進学支援（教室①） 

支援者に対して、岐阜県の高校受験に関する制度、具体的な進学支援内容（数学、国語。

小論文）、教材紹介、キャリア教育についてのアドバイスを行った（計２回）。 

２）小学生に対する日本語初期指導（教室②） 

・教室運営者向けに、ボランティアのマネジメント、教室運営方法等のアドバイスを１回。 

・学習支援者向けに、子どもへの日本語指導のポイント、授業の組み立て方、他教室の事

例報告、今後ボランティアができることの意見交換等の勉強会を２回実施した。 

【連携先】 

・多文化共生リソースセンター東海（ヒアリング、アドバイザー選定・申し送り） 

 ・岐阜県地域日本語教育アドバイザー５名 ・当該教室担当者、学習支援者 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

  ２教室とも今後の活動の参考にしてもらうことで、外国人の子どもに対するよりよい

支援につなげることができた。教室毎の具体的な成果は下記のとおり。 

 ・（教室①）外国人特別枠を利用した受験や、どこでつまずいているのかの把握、初級文

法や小論文対策などについて伝えるとともに、将来に対して希望を持てるよう指導す

る大切さを伝えることができた。 

・（教室②）教室運営者には SNS を使った教室運営や、学習の優先度（学校で使ってい

る教科書や宿題を利用する等）について理解してもらうことができた。 

 ・学習支援者には、地域日本語教室で心がけるべき学習支援、日本語初期指導方法につ

いての理解を深めるとともに、支援者同士の交流・情報提供の場を提供できた。 

【新たな課題】 

  今後も県内地域日本語教室の各々の課題に丁寧に対応していく必要があるため、引き続

きアドバイザー派遣を行い各日本語教室の支援を継続していく。 

 



人と人を繋ぐ  

 

（所属）可児市国際交流協会  （氏名）馬渕 愛 

■団体紹介 

可児市国際交流協会は 2000 年 5 月に設立され、2008 年に特定非営利活動法人となった。

「国際化が日常化された地域社会の実現」を基本理念として、可児市で地域住民と外国人居

住者が共に安心して暮らせる多文化共生の街づくりを目指して活動を行っている。 

 多文化共生に関わる事業として日本語指導支援活動・多文化共生交流支援活動・国際理解

や語学学習活動の他、情報交流及び発信活動を行っている。可児市国際交流協会は安心安全

なまちづくりと多文化共生を礎に同じ地域に住む日本人と外国人が共に暮らせる地域づくり

のための活動を行っている。その中で一般向けの土曜日の日本語教室で現在活動をしている。 

■課題設定  

【課題】 外国人だけではなく、その地域の人がフレビアを通して多文化共生に参加できる 

【課題経緯】国際交流協会に関わる日本人以外の地域に住む日本人にとって外国人と関わる

機会や国際交流協会に足を運ぶ機会は少ないと感じている。また、外国人にとっても知らな

い人や知っていても利用する機会を持てずにいる人が多くいるのではないかと考えた。困っ

たときに行く場所、日本語を学習するための場所というだけではなく交流の場として様々な

人と関わることができる場所になるとより信頼と相互理解が深まるのではないかと考えた。 

 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 まず、自分自身が日本語教室のボランティアとして日本語を教えるだけでな

く、様々な研修に参加し、フレビアについて、多文化共生について、近隣の日本語教室の現

状や問題点についてなどを学び、どのように課題解決に向けた活動ができるのかを考えた。

自分のまわりにいる日本人及び外国人に対して、自身の考える多文化共生のためのニーズに

ついて意見を聞く機会を設けた。 

【連携先】可児市国際交流協会 

 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】自分自身が多文化共生について改めて考える機会となり、多文化共生のために何が

できるのかを学ぶことができた。現在関わっている日本語教室の学習者とのコミュニケーシ

ョンを取る機会を増やすようにした。また、日本語ボランティアの人たちともコミュニケー

ションを取りながら現状について知ることができた。 

 

【新たな課題】企画を実施するにあたり、連携や協力が必要であると改めて感じた。現状の

取り組みについて範囲が広すぎると感じたことから、自分のまわりで始められる課題設定が

必要であると感じた。そこで、新たな課題として日本語教室を通した多文化共生を考える。 

日本語教室で学習者同士や、学習者とボランティアがコミュニケーションをとり信頼関係

を築くことができればそれらが外的要因となりフレビアでの学習継続にも繋がると考える。

同時に日本語ボランティア同士の情報共有や現状把握によって環境が整うことが望ましい。

そのような環境ができれば、学習者のまわりの人にも勧め易くなり、学習者が増え、日本語

ボランティアが増えることで地域の人が多文化共生に関わる機会が増えるのではないかと考

える。 

 



 ぴざ class(多文化交流サロン)の開催  
 

可児市国際交流協会／多文化演劇ユニットMICHI  山田久子 

■団体紹介 

 私はこの研修に対して、ひとりの「地域の日本人住民」として取り組んでいます。 

 私は 2011 年に可児市文化創造センターala で開催された地域の外国人と日本人が共同して舞台を作

る「多文化共生ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」に参加して以来、その時の仲間たちと「多文化演劇ﾕﾆｯﾄ MICHI」というグ

ループをつくって防災を伝える活動をしたり、アーラや可児市国際交流協会での活動に関わってきま

した。日本語教室、初期指導教室、青少年向けの演劇ＷＳ、フェスティバルの運営など、様々な活動

の中で外国籍住民とその人たちを支える人々と出会ってきました。 

 その中で、日本語を習得し日本社会の中で日本人とのコミュニケーションをもち、行きたい場所へ

行き、やりたいことをしている人たちがいる反面、職場と家だけの小さな社会で生活している人々が

いることを知りました。 

■課題設定  

【課題】 外国籍住民の日本語学習や生活、社会参加への意欲を向上させていきたい。 

【課題経緯】 様々な活動を通して、この地域には日本で１０年以上暮らしていても日本語がわから

ない、日本人の知り合いがいない外国籍住民がたくさんいることを知りました。日本語での意思疎通

が難しいことで得意なことや能力を十分に発揮できない人もいます。 

この地域で暮らす外国籍住民は、工場など日本語が必要ない職場や通訳のいる職場で働いているこ

とが多く、外国人コミュニティも充実していることから、職場や日常生活で日本語を使う場面が少な

く、日本語を学習する必要性を感じることが少ないのではないかと考えました。 

「日本語を話さなければならない」「理解できなければならない」ではなく、 

「話せることで出来ることがある」「理解できることで安心して暮らせる」と気づくことで、 

日本語学習や生活、社会参加への意欲を向上させていきたい。 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 多文化交流サロン「ぴざ class」開催に向けて 

 クラフトやゲームなどの活動を、日本人サポーター（日本語教室に関わる人や外国籍住民に興味が

ある人）や外国人サポーター（既に日本語学習を始めて日本人の友達や知り合いがいる人）と一緒に

行い、日本語にふれる交流の場。日本語教室の情報提供。 

  ・外国人サポーターに協力依頼、活動内容の聞き取り 

  ・周辺地域の日本語教室、日本語教師の情報収集 

【連携先】 外国人サポーター、周辺地域の日本語教室など 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 残念ながら「ぴざ class」の実施には至らなかったので、実施後の検証はできなかったが、

周辺地域の日本語教室や日本語教師について知ることができた。今後の活動に取り入れていきたい。 

＊毎月１回人々が交流する場を設けることを目的に、所属団体である「多文化演劇ﾕﾆｯﾄ MICHI」より、（公

財）岐阜県国際交流センターの令和 3年度多文化共生推進助成金に申請書を提出した。 

【新たな課題】  継続的に実施するための、人材面（日本人・外国人サポーター、運営スタッフ）・

資金面（部屋の賃借料や物品購入費用など）の確保が必要。 

＜このような交流の場に興味のある方、協力をお願いしたいです。ぜひご連絡ください！！＞ 
 

新型コロナ感染拡大防止の観点 

から「ぴざ class」開催を断念。 

 



母語、日本語に自信をつける 

 

（所属）フレビア（氏名）吉田 サユリ 

■団体紹介 

可児市多文化共生センターフレビアの「ひまわり教室」（母語での支援が必要な教室）という

教室でサポーターをしています。子どもが学校で宿題を子どもの母語で一緒に学習し、内容

の理解を深めることを目的としています。 

  

■課題設定  

【課題】 母語に自信を持つ 

【課題経緯】子どもが第一言語とする言語で勉強の内容がわかれば、勉強が楽しくなり日本語を

学習するモチベーションになる。 

 

 

 

■本研修における取り組み 

【取り組み】 

・子どもの母語、日本語のレベルを知るため、子どもの保護者へ子どもの母語や日本語、家での

様子についての聞き取り。 

・クラスの子どもとの関係や話す言語を知るため、学校の担任の先生やばら教室の先生へ子ども

の学校での様子の聞き取り。 

・母語と日本語の語彙数を増やすため、単語ゲームの実施。 

・学校のテストの直し。 

・母語で見たことのある映画を日本語で見る。 

【連携先】 

・子どもの学校 

・子どもの家族 

・可児市多文化共生センター 

・ばら教室 

■取り組みに対して見えてきた成果と新たな課題 

【成果】 

・単語ゲームで新しい単語をクラス全員とシェアでき、コミュニケーション力の強化に繋る。 

 

 

【新たな課題】 

・母語・日本語が中途半端になってしまわないか。 

・子どもの家族にも母語・日本語の大切さを伝える。 
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